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第 27 回ＰＲスキル研究会 日 時 ： 10 月 1 日（火） 17：30～19：00 

（ＰＲ業部会） 会 場 ： 産業人材研修センター「霞会館」 大会議室 

 講 師 ： ニュースサイト編集者 中川潤一郎氏 

 テーマ ： 「ネットでウケるもの  

   ～ＰＲ担 当 者 が知 るべき“ネットの文 脈 ”」 

    

広報ＰＲアカデミー2013    

「広報・ＰＲ実務スキルアップ講座」    

  ●マーケティングＰＲ強化講座 日 時 ： 10 月 9 日（水） 13：30～17：30 

（応用編） 会 場 ： ＡＰ浜松町（芝パークビルＢ館 地下 1Ｆ） 

 講 師 ： ㈱インテグレート 総合ソリューション部 部長 

   チーフプランナー 鈴木正人氏 
    
 第 12 回広報ゼミ（企業部会） 日 時 ： 10 月 16 日（水） 16：30～21：00 
 会 場 ： ㈱ミツカングループ本社 
 テーマ ： 「マーケティング・コミュニケーション」 
    
 第 226 回定例会（関西部会） 日 時 ： 10 月 17 日（水） 16：00～17：30 
 会 場 ： 中央電気クラブ（215 号室） 
 講 師 ： ピーチ・アビエーション㈱ 代表取締役・ＣＥＯ 井上慎一氏 
 テーマ ： 「ピーチ さらなる挑戦」（仮） 
    
 第 42 回親睦ゴルフ会 日 時 ： 10 月 24 日（木） 9：00～ 
 会 場 ： レインボーカントリー倶楽部 
    
 第 151 回定例研究会 日 時 ： 10 月 25 日（金） 12：00～14：00 
 会 場 ： ＡＰ浜松町（芝パークビルＢ館 地下 1Ｆ） 
 講 師 ： 日本放送協会（ＮＨＫ） 報道局経済部長 根本拓也氏 
 テーマ ： 「ＮＨＫ経済報道の目指すもの 
   －ピリリとしたニュース・報道番組の発信に向け 
   どのような取材を行うか－」 
    
 第 9 回広報活動研究会（企業部会） 日 時 ： 11 月 12 日（火） 14：00～ 
 会 場 ： 江崎グリコ㈱ グリコピア・イースト 
    
 第 152 回定例研究会 日 時 ： 11 月 13 日（水） 12：00～14：00 
 会 場 ： 日本外国特派員協会（ＦＣＣＪ） 
 講 師 ： 東洋経済新報社 「東洋経済」オンライン編集長 佐々木紀彦氏
    
 広 報 ＰＲアカデミー2013 日 時 ： 11 月 13 日（水） 19：00～21：00 
 プロフェッショナル広報・ＰＲ実務 会 場 ： 六本木アカデミーヒルズ 49 

シリーズ 講 師 ： 東洋大学 経営学部 経営学科 教授 井上邦夫氏 
  テーマ ： 「コーポレート・コミュニケーション講座」 
    
 ＰＲプランナー資格認定 日 時 ： 11 月 17 日（日） 9：30～ 

検定 2 次試験 会 場 ： 明治大学和泉キャンパスメディア棟（東京） 
   大阪マーチャンダインズマート（大阪） 
   愛知県青年会館（名古屋） 
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 定例理事会（10 月度） 日 時 ： 10 月 8 日（火）   12：00～14：00 

 場 所 ： 六本木ヒルズクラブ 

    

幹部会（経営会議）（10 月度） 日 時 ： 10 月 8 日（火）   10：30～11：45 

 場 所 ： 協会会議室 

    

教育委員会（10 月度） 日 時 ： 10 月 11 日（金）   12：00～14：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

資格委員会（10 月度） 日 時 ： 10 月 31日（木）   12：00～14：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

交流委員会（10 月度） 日 時 ： 10 月 17 日（木）  12：00～14：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

 広報委員会    

ＰＲ小委員会（10 月度） 日 時 ： 10 月 7日（月）   12：00～14：00   

 場 所 ： 協会会議室  

    

出版小委員会（10 月度） 日 時 ： 10 月 9 日（水）   16：30～18：00   

 場 所 ： 協会会議室  

    

 顕彰委員会（10 月度） 日 時 ： 10 月 16 日（水）  12：00～14：00   

 場 所 ： 協会会議室  

    

 企業部会幹事会（10 月度） 日 時 ： 10 月  2 日（火）    17：00～18：00 

 場 所 ： 協会会議室 

    

 ＰＲ業部会幹事会（10 月度） 日 時 ： 10 月 10 日（木）    16：00～18：00 

 場 所 ： 協会会議室 
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公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 
     理事  杉山 順子 

 

 

 

日本ＰＲ協会には、様々な勉強会、交流会がありますが、その中に唯一、女性しか参加のでき

ない「なでしこカウンシル」があります。 

一部の方には、女性会員のみ参加できる、という誤解があるようですので、この機会に、あら

ためて皆様にお伝えしたいと思います。 

 

「なでしこカウンシル」は、女性会員はもちろん、会員社の女性であればどなたでも参加でき

る会です。ＰＲ業の方、企業広報の方問わず、広報に携わる女性の研鑽や交流を目的として交流

委員会主催で開催しています。 

これまで、「 ＡＥＲＡ」や毎日新聞の記者の方をお招きしたり、この夏には、「今年の漢字」や

「彦にゃん」「佐世保バーガー」「ご当地うどん」等々、大ヒットを飛ばし続け、最近では、「ソロ

モン流」他、テレビ・雑誌にひっぱりだこの㈱ＴＭオフィス 代表取締役 殿村美樹氏を講師にお

迎えし、ヒットの秘訣や裏話等をじっくり伺いました。講演後は、殿村氏を囲んで、美味しいイ

タリアンをいただきながらの交流を図り、参加者の皆さんへのアンケートからも、大変為になっ

た、次回を楽しみにしている等々のお声をいただいております。 

 

広報は、大企業・中小企業を問わず、なかなか社内的にも理解されにくい部署であるといわれ

ることがあります。その中で、さらに女性広報の場合、女性特有の様々な悩み事が生じることも

あろうかと思います。そういった時に、横のネットワークが生かされるのではないでしょうか。  

悩み事を一人で抱えずに、相談できる人がいることは、女性が仕事を続けていくうえで、非常

に心強いことでしょう。年齢・キャリア・業種の垣根を越えて、広報というキーワードでネット

ワークを広げていくことは、ご本人にとっても会社にとっても財産になること請け合いです。 

 

男性会員の方には、メディアの方や広報の先輩方をお招きしての「なでしこカウンシル」に、

ぜひ貴社の女性広報担当者を、送り込んでいただければと思います。 

 

次回は 2月上旬を予定しておりますが、講師の方の人選はこれからですので、こういう方に会

ってみたい、お話を聞いてみたい等のご要望がございましたら、以下に記載いたしました協会事

務局まで、ぜひご連絡ください。 

皆様のニーズに極力お応えしながら、より内容の濃い会を企画してまいりたいと考えておりま

す。 

 

※「なでしこカウンシル」についてのお問合せ・ご要望は協会事務局までお願いいたします。 

協会事務局：TEL ： 03-5413-6760  

Email: mail@prsj.or.jp 

 

 

 

なでしこカウンシル 



- 4 - 

 
 

 

来る 11 月 13 日より来年 3 月にかけて、当協会では今年度の「プロフェッショナル広報・ＰＲ

実務シリーズ」5講座を開講します。 

 

本講座は、事業会社やＰＲ会社において広報・ＰＲの第一線で活躍する実務者を対象とし、コ

ーポレート、クライシス、ＣＳＲ、ブランド、グローバルの５つのコミュニケーション分野にお

いて、より高いレベルでの業務の遂行に不可欠な専門的知識及びスキルの習得をめざします。 

特に今年度は、講師陣にビジネスの現場において実務経験の豊富な有識者を講師に迎え、実務

に役立つ講座となるよう企画を進めています。 

開講にあたって、まず 11 月開講の「コーポレート・コミュニケーション講座」、12 月開講の「ク

ライシス・コミュニケーション講座」の 2講座の受講受付を 10 月 2 日より開始しました。 

広報・ＰＲの現場で活躍しプロフェッショナルを志す実務者の皆様に受講をお薦めいたします。 

 

■講座概要 

日 時 講座テーマ 講座概要 講       師 締切

11 月 13 日 

（水） 

19:00～ 

21:00 

「コーポレート・コミ

ュニケーションの概

念と戦略的推進の

た め の 組 織 の 構

築」 

コーポレート・コミュニケーションの概念、目的や

役割、経営上の位置付け、進め方等について理

解し、戦略的なコミュニケーション活動を推進す

る組織作りについて、事例を交え実務家がおさ

えるべきポイントを習得します。 

井上邦夫 氏 

（東洋大学 経営学

部 教授） 

11 月

8 日 

（金）

12 月 4 日 

（水） 

17:00～ 

21:00 

「危機管理の心構

えとクライシス・コミ

ュニケーション」 

危機的事態の原因、対応における成功や失敗

について、綿密な分析にもとづく豊富なケースス

タディにより理解を深めます。あわせて、日常的

に発生しやすい緊急事態を想定し、危機対応に

おける心構えや考え方などグループワークを通

じて習得します。 

田中正博氏 

(㈱田中危機管理 

広報事務所 

代表取締役社長) 

11 月 

29 日 

（金）

1月29日（水） 

 19:00～

21:00 

「ＣＳＲを基軸とする

企業と社会の新し

い関係」 

企業価値の向上に不可欠なＣＳＲやＩＲの企業

経営における位置付けや機能を確認し、ケース

スタディをとおしてステークホールダーへのコミ

ュニケーションのポイントを習得します。 

齋藤哲男 氏 

（立教大学大学院 

 21 世紀社会デザイ

ン研究科 教授） 

1 月 

24 日 

（金）

2 月 26 日 

（水） 

17:00～ 

21:00 

ブランド・コミュニケ

ーション講座 

「タイトル未定」 

ブランドの概念、基本的な考え方、マーケティン

グとの関係等について多彩な実例を交えて理解

を深め、ブランド構築に向けたコミュニケーション

活動について演習を通じ習得します。 

田中 洋 氏 

（中央大学大学院  

戦略経営研究科 

 [中央大学ビジネス

スクール] 教授） 

2 月 

21 日

（金）

3 月 27 日 

（木）  

19:00～21:00 

「グループ内におけ

るグローバル・コミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 戦

略」 

国際広報の基本概念と歴史、世界に向けた情

報発信の必要性、グローバルなレピュテーショ

ン/ブランド構築、国際的な危機管理コミュニケ

ーション、グループ内のグローバル・コミュ二ケ

ーション戦略などについて習得します。 

小野豊和 氏 

（東海大学  

経営学部 教授） 

3 月 

20 日

（木）

「プロフェショッナル広報・ＰＲ実務シリーズ２０１３」を開講 
—11 月、12 月開催の 2 講座の受付を 10 月 2 日より開始— 

教  育  委  員  会 

広報ＰＲアカデミー2013 
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■講座の特長 
広報・ＰＲの実務者が備えるべき専門

的知識や理論、考え方を効果的に習

得 
大学教授等の有識者、実務専門家によ

るベテラン講師陣 
理解しやすく整理され、洗練された講

義内容 
受講しやすい平日夜間の設定 
広報・ＰＲマネージャー研修としても

最適な内容 
公益法人である当協会によるリーズナ

ブルな料金設定 
 
■実施要項 

● 会 場：六本木アカデミーヒルズ 49 

東京都港区六本木 6-10-1 六本木ヒルズ森タワー49 階 

http://www.academyhills.com/aboutus/map.html 

● 定 員：各 40 名（開講最低人数：20 名） 

● 受講料：  

講 座 名 受講料金（消費税込、それぞれ） 

・コーポレート・コミュニケーション講座(11/13) 

・CSR コミュニケーション講座(1/29) 

・グローバル・コミュニケーション講座(3/27) 

日本ＰＲ協会会員社員 ：9,450 円 

ＰＲプランナー取得者（准・補含む）： 12,600 円 

一般 ： 14,175 円 

・クライシス・コミュニケーション講座(12/4) 

・ブランド・コミュニケーション講座(2/26) 

 

日本ＰＲ協会会員社員 ：18,900 円 

ＰＲプランナー取得者（准・補含む）：25,200 円 

一般 ：28,350 円 

※日本ＰＲ協会会員社員の受講料は法人正会員社員、もしくは個人正会員ご本人様のみとなります。 

 

■講座詳細/お申込み： 
日本ＰＲ協会 Web サイト 「セミナーイベント」―「広報ＰＲアカデミー2013」（以下 URL）か

ら 『プロフェッショナル広報・ＰＲ実務シリーズ 2013』のページをご参照の上、所定のフォ

ームにご記入の上お申込みください。 

     http://event.prsj.or.jp/pr-academy-2013 

 
 
 

 ●お知らせ
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9 月 2 日付で 2013 年度「ＰＲアワードグランプリ」のエントリーのお願いをしておりますが、締

め切りは 10 月 31 日(木)（必着）です。 

今年度も多数のエントリーをお待ちしております。 

 

■「ＰＲアワードグランプリ」募集概要 

・後援  ：経済産業省、日本広報学会、公益社団法人 日本広報協会 

・応募作品：（公社）日本パブリックリレーションズ協会の会員社ならびに非会員の企業・団体が

実施あるいは参加したコミュニケーション活動 

・応募部門：  

■コーポレート・コミュニケーション部門 

■マーケティング・コミュニケーション部門 

■ソーシャル・コミュニケーション部門 

■イノベーション／スキル部門 

・エントリー条件： 

・会 員：10,500 円／1作品（消費税含む／振込手数料別途） 

・非会員：21,000 円／1作品（消費税含む／振込手数料別途） 

・審査方法： 

部門審査会、合同審査会、最終審査会の 3つのステップを通じて、厳正に審査を行います。 

1．部門審査会 

各部門ごとに部門審査員がエントリーシートをもとに在宅審査を行い、各自上位 3 作品を選

出したあと一堂に会し、補足資料も参考に協議の上、各部門の上位優秀 3作品を選出する。 

2．合同審査会 

4 部門から選出された作品をもとに、各部門審査員長 4 名が一堂に会し議論し、各部門間の

バラツキを検証し、最終審査会持込作品を決定する。 

3．最終審査会 

最終審査会・発表：2013 年 12 月 3 日（火） 

最終審査会では、部門審査を通過した作品について各エントリー企業・団体からのプレゼン

テーションを行う。（1社 10 分） 

・表彰 

「ＰＲアワードグランプリ」    1 作品（表彰盾と副賞 10 万円を授与） 

「ＰＲアワード 最優秀部門賞」 4 作品（各部門 1作品）（表彰盾と副賞 5万円を授与） 

「ＰＲアワード 優秀賞」        7 作品（各部門 2作品以内）（表彰状を授与） 

 

 

なお、詳しい応募内容は、以下の協会ホームページをご参照ください。 

http://www.prsj.or.jp/shiraberu/award/entry2013_award 

 ●お知らせ

2013 年度「ＰＲアワードグランプリ」エントリー募集中！ 

10 月 31 日が締め切り(必着)です！ 

顕 彰 委 員 会
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「広報・ＰＲ実務スキルアップ講座 2013」 2 講座が終了 

 

さる 9 月 11 日と 9 月 25 日、東京・港区のＡＰ浜松町にて「広報・ＰＲ実務スキルアップ講座
2013」の 2講座を、それぞれ約 20 名の受講者の参加のもとに開講しました。講座は、実務経験の
豊富なベテラン講師の指導のもとに熱の入った講義と演習が行われ、欠席もなく熱心に聞き入る
受講者の姿が見られました。 
 
■「ニュースリリース活用講座」 （9 月 11 日） 
 9 月 5 日、本講座の第 1回となる「ニ
ュースリリース活用講座～進化するリ
リース戦略」を開講しました。 
 プレスリリースをさらに効果的に活
用する応用的な視点の養成を目的とし
た本講座。プレスリリースの作成に関
する基本的な知識をベースに、リリー
スによる情報拡散、さらにテレビや雑
誌等の多様なメディアにマッチした広
報資料の作成、リリースにもとづく複
合的な情報発信のポイント等に関する
講義と演習を内容としています。 
講師は、今週の広報・ＰＲ基礎講座

でもプレスリリースの作成の基本を指
導された㈱電通パブリックリレーショ
ンズ ナレッジマネジメント部プロジェクトマネージャー 青田浩治氏が担当、基礎講座の内容を
さらに発展させた充実した解説が行われました。 
 
■「マーケティングＰＲ強化講座(基礎編)」 （9 月 25 日） 
9 月 25 日には、「マーケティングＰ

Ｒ強化講座(基礎編)」を開講しました。 
今年度、本講座ではマーケティング

ＰＲに関して基礎と応用を学ぶ 2 講座
を開講、第 1回となる「基礎編」では、
マーケティングＰＲの概念や実践に必
要な考え方、マーケティングＰＲ活動
の計画と推進のポイントの習得をめざ
し、講義と演習が行われました。 
講師は、株式会社インテグレートの

統合ソリューション部 部長／チーフ
プランナー 鈴木正人 氏が担当、豊富
な経験に基づく解説は参加した多くの
受講者の関心を集めました。 
 
10 月 9 日には、この「基礎編」の発展講座として、「ＩＭＣ（統合マーケティング・コミュニ

ケーション）」を内容とする「マーケティングＰＲ強化講座(応用編)」を開講します。新たな市場
開拓の手法として注目される本講座には多数の受講申込みが寄せられており、「基礎編」を担当し
た鈴木講師が引き続き指導にあたります。 

広報ＰＲアカデミー2013 

教  育  委  員  会 
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 7 月 27 日（土）に富士通ラーニングメディア品川ラーニングセンター（東京会場）、富士通ラ

ーニングメディア関西ラーニングセンター（大阪会場）において第 12 回ＰＲプランナー資格検定

3次試験が行われ、189 名の受験申込者のうち 173 名の方（出席率 91.5％）が受験されました。 

ご協力いただきました関係者および関係各位

の皆様、大変ありがとうございました。 

 今回の 3次試験におけるニュースリリース課題

は、電子部品に使用されるレアメタルやレアアー

スの国内の素材メーカーが、中国の企業と合弁企

業設立し、非成長事業を譲渡、レアメタル事業の

売り上げ拡大図るという内容でした。 

また、広報・ＰＲ計画の立案作成におけるコー

ポレート課題は、エネルギー事業会社が別のエネ

ルギー事業会社を買収・完全子会社化をする際の

社内広報も含めた広報・ＰＲ計画を策定するもの

でした。マーケティング課題は、自動車メーカー

が水素自動車を発表し、初代普及モデルの販促のための短期的なマーケティングだけではなく、

中長期の企業ブランド戦略に資するマーケティングＰＲの戦略立案を立案するという内容でした。 

厳正な判定の結果、110 名が合格（合格率 63.6％）となり、8月 20 日に発表となりました。 

合格された方は、9 月に実施されます「2013 年度前期 第 12 回ＰＲプランナー」の書類審査を

経た後、新たにＰＲプランナーとして認定となります。仮に、全員が認定されれば、ＰＲプラン

ナー登録者数は 1,535 名となります。 

また、今回の受験者はおよび合格者の受験者プロフィールは次の通りです。 

＜第 12 回 3 次試験 業種別／年代別合格率＞ 

 
ＰＲ業/

ＰＲ関連業 
一般企業 

(広報ＰＲ関連)
一般企業
(その他) 各種団体 教育機関 自治体 その他 全体 

男

性 

受験者 39 名 36 名 9 名 0 名 6 名 4 名 6 名 100 名

合格者 25 名 22 名 7 名 0 名 4 名 1 名 3 名 62 名

女

性 

受験者 15 名 40 名 7 名 5 名 1 名 1 名 4 名 73 名

合格者 11 名 28 名 2 名 1 名 1 名 1 名 4 名 48 名

全

体 

受験者 54 名 76 名 16 名 5 名 7 名 5 名 10 名 173 名
(全体比) (31.2%) (43.9%) (9.2%) (2.9%) (4.0%) (2.9%) (5.8%) (100.0%)
合格者 36 名 50 名 9 名 1 名 5 名 2 名 7 名 110 名

(全体比) (32.7%) (45.5%) (8.2%) (0.9) (4.5%) (1.8%) (6.4%) (100.0%)
合格率 66.7% 65.5% 56.3% 20.0% 71.4% 40.0% 70.0% 63.6%

     
 20 代 30 代 40 代以上 全体     

男
性 

受験者 20 名 51 名 29 名 100 名  
合格者 14 名 32 名 16 名 62 名  

女
性 

受験者 18 名 38 名 17 名 73 名  
合格者 10 名 29 名 9 名 48 名  

全
体 

受験者 38 名 89 名 46 名 173 名  
(全体比) (22.0%) (51.4%) (26.6%) (100.0%) 受験者 合格者 合格率
合格者 24 名 61 名 25 名 110 名

176 名 113 名 64.2％ (全体比) (21.8%) (55.5%) (22.7%) (100.0%)
合格率 63.2% 68.5% 54.3% 63.6%

※第 1回～12 回まで累計は、資格制度ホームページより、資格認定制度について＞過去の合格率

（3次試験）（http://pr-shikaku.prsj.or.jp/about/pass_3rd_exam）をご参照ください。 

 ●活動報告

3 次試験結果発表：合格率は63.6％ 
資  格  委  員  会

第 12 回ＰＲプランナー資格検定試験
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8 月 25 日（日）（東京会場：ＫＦＣホール、大阪会場：

大阪 YMCA 国際文化センター、札幌会場：北海道建設会

館、名古屋会場：愛知建設業会館）で行われた第 13 回

ＰＲプランナー資格認定検定試験 1 次試験には、508

名の受験申込があり、そのうち 470 名（出席率 92.5％）

が受験されました。 

一昨年より、「ＰＲプランナー資格検定試験」は東京

と大阪のほか、札幌でも実施ましたが、今回は試験会場

として名古屋で初実施となりました。なお、名古屋会場

の受験申込者は、一人の欠席もなく受験されました。 

また、受験予約者は 700 名となり、第 1 回（2007 年

9 月 1日実施、794 名）に次ぐ人数の多さとなりました。 

ご協力いただきました関係者の皆様、大変ありがとう 

ございました。 

なお、今回の受験者はおよび合格者の受験者プロフィールは次の通りです。 

＜第 13 回 1 次試験 業種別／年代別合格率＞ 

  
ＰＲ業/ 

ＰＲ関連業 

一般企業 

(広報ＰＲ関連)

一般企業

(その他) 
各種団体 教育機関 自治体 学生 その他 全体 

男

性 

受験者 51 名 59 名 18 名 6 名 3 名 7 名 43 名 20 名 207 名

合格者 40 名 54 名 15 名 5 名 3 名 6 名 27 名 17 名 167 名

女

性 

受験者 52 名 74 名 27 名 5 名 6 名 4 名 76 名 19 名 263 名

合格者 41 名 55 名 22 名 4 名 5 名 4 名 36 名 11 名 178 名

全

体 

受験者 103 名 133 名 45 名 11 名 9 名 11 名 119 名 39 名 470 名

(全体比) (21.9%) (28.3%) (9.6%) (2.3%) (1.9%) (2.3%) (25.3%) (8.3%) (100.0%)

合格者 81 名 109 名 37 名 9 名 8 名 10 名 63 名 28 名 345 名

(全体比) (23.5%) (31.6%) (10.7%) (2.6%) (2.3%) (2.9%) (18.3%) (8.1%) (100.0%)

合格率 78.6% 82.0% 82.2% 81.8% 88.9% 90.9% 40.0% 71.8% 74.0%

 
20 代 30 代 40 代以上 全体 

男

性 

受験者 78 名 81 名 48 名 207 名

合格者 55 名 69 名 43 名 167 名

女

性 

受験者 148 名 75 名 40 名 263 名

合格者 93 名 57 名 28 名 178 名

全

体 

受験者 226 名 156 名 88 名 470 名

(全体比) (48.1%) (33.2%) (18.7%) (100.0%) 受験者 合格者 合格率
合格者 148 名 126 名 71 名 345 名

470 名 345 名 73.4％ (全体比) (42.9%) (36.5%) (20.6%) (100.0%)

合格率 65.5% 80.8% 80.7% 73.4%

※第 1回～13 回まで累計は、資格制度ホームページより、資格認定制度について＞過去の合格率

（1次試験）（http://pr-shikaku.prsj.or.jp/about/pass_1st_exam）をご参照ください。 

 ●活動報告

1 次試験を 8 月 25 日、東京・大阪・札幌・名古屋で実施

470 名の受験者が挑戦！ 

第 13 回ＰＲプランナー資格検定試験

資 格 委 員 会 

東京会場：ＫＦＣホール
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企業部会では、さる 9月 20 日（金）に、第 9回目となる「企業部会フォーラム」を、㈱ＮＴＴ

データのショールーム施設「INFORIUM」で開催いたしました。 

講師には朝日新聞社 取締役 デジタル事業本部長 西村 陽一氏をお迎えし、「朝日新聞社の

デジタル戦略、米国最新デジタル事業について」と題して、講師の豊富な海外経験に基づいたお

話をうかがいました。当日の参加者は21名。 

 

 

 

 

 

 

 

去る 9月 13 日（金）16 時 30 分から、「広報ゼミ」を富士通㈱本社（汐留）にて開催しました。 

「広報ゼミ」は、比較的少人数で各社の広報活動の実態を互いに共有・研究しあうものであり、

今回で 11 回目となります。 

今回「第 11 回広報ゼミ」のテーマは、「グローバル広報」をテーマとしました。28 社 32 名の

会員が参加され、また事前に各企業よりグローバル広報に関するアンケートをお願いし、当日は、

日本企業のアンケート結果を共有しております。 

 

 
 

 

 ●活動報告

「第 9回企業部会フォーラム」を 9月 20 日に開催 

朝日新聞社 デジタル事業本部長 西村 陽一氏による  

「朝日新聞社のデジタル戦略、 

        米国最新デジタル事業について」 

企 業 部 会

「第 11 回広報ゼミ」を 
「グローバル広報」をテーマに 9 月 13 日に開催 

企 業 部 会

会 員 限 定 
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ＰＲの現場から 
 

ピーアールコンビナート㈱  ＰＲ部  

チーフマネージャー  蜷川 昭文 

 
 

東京国立近代美術館の稗田さんからバトンを受け取りました、ピーアールコンビナート㈱の蜷

川です。稗田さんとは昔お仕事をご一緒したことがあり、その後数年を経てＰＲプランナー交流

会で偶然に再会し意気投合、現在も勉強会・交流会と言う名の飲み会などを続けており、ＰＲに

ついて熱く語る仲間であります。 

 

さて、私は人に何かを伝える仕事がしたいと、新卒でピーアールコンビナートに入社したので

すが、実はＰＲがパブリックリレーションズだという事も、ＰＲ会社が何をしているのかも正直

良く理解していませんでした…。しかし、入社直後から現場の最前線で仕事をし、若いうちから

責任者として案件を担当させて頂いたことで、パブリックリレーションズの醍醐味を肌で学び、

早くもその重要性に気付きやりがいを感じることができました。とは言え、日本におけるＰＲへ

の理解はまだまだ乏しく、歯痒い思いをすることも少なくありませんでした。 

 

その後、ＰＲについて体系的に勉強することも無く、現場で馬車馬のように働く日々が続いて

いましたが、会社からＰＲプランナーの試験があることを知らされます。ＰＲを一から学ぶ良い

機会と早速受験し、ＰＲの歴史、考え方、専門性などを正しく理解する中で、改めて大きな可能

性を感じることができました。また、ＰＲの守備範囲は広く、実際に業務で携わっていない分野

も多くあり、それらを再認識する良いきっかけにもなりました。 

 

当社では“評判づくりの仕掛け人”を標榜し、評判づくりの視点「共感者を創り、育て、拡げ

る」からＰＲ活動を実施し、クライアントの社会的価値を高めるサポートをしています。その際

に重要なのは、「社会」が何を考え、何を求めているのか、その視点から物事を捉え、双方向性の

有益なコミュニケーションを成立させることだと考えています。このような大所高所からの視点

で社会的な企画を立案する際には、ＰＲプランナー資格をきっかけにパブリックリレーションズ

への理解を深めたことが、プラスになっていると感じます。 

 

一方、ＰＲプランナー交流会で出会ったＰＲパーソンの皆様には大いに刺激を受けました。様々

な企業・団体に所属し、ＰＲへの携わり方も違い、世代もバラバラなのに、こんなにもＰＲにつ

いて真剣に熱く考えている人が大勢いることが嬉しく、また自分の未熟さを痛感することも多々

ありました。今後は、ＰＲへの期待が益々高まる中、協会や一部の人達だけではなく、ＰＲプラ

ンナー資格取得者がパブリックリレーションズの可能性を社会に発信し続けることが重要かと思

います。ＰＲ業界はＰＲベタと言われないよう、我々若い現場世代が積極的にＰＲへの理解を促

し、それが新たな文化を根付かせる一助になればと思います。 

 

それではこの辺りで締めさせて頂き、次回は、圧倒的なコミュニケーション力を持つ姉御、日

本映画衛星放送㈱ 大谷 桃子さんにバトンを繋ぎます。乞うご期待！ 
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＜コラム 関西の風＞ 

関西からの成長戦略提案 
 

 

大日本住友製薬㈱  
コーポレート・コミュニケーション部長 

樋口 敦子 
（関西部会 幹事） 

 

 

 

アベノミクスの 3 本目の矢である成長戦略の柱として、政府は「国家戦略特区」を打ち出しま

した。民主党時代の「国家戦略総合特区」は提案者が自治体でしたが、今回は経済団体や企業も

応募できるとのことで、募集締め切り時点で、約 240 の団体から共同提案も含めて約 200 の提案

があったようです。 

 

報道によると、関西からは、大阪府と大阪市、京都府と京都市、兵庫県と神戸市の自治体、関

西経済連合会や大阪商工会議所などの経済団体、企業その他の様々な団体が提案を提出したそう

です。関西には京都大学、大阪大学、神戸大学などの大学や研究機関、医療機関、医薬・医療・

バイオ関連企業が集積していますし、歴史的にもこの分野に関連する産業が盛んです。大阪・道

修町は江戸時代から薬種商が集まり、今も「薬の街」として薬品会社がひしめいています。 

今回の戦略特区については、関西はこれらの強みを生かし、力を結集することで事業化につな

げようという提案が目を引きました。 

 

この中で京阪神 3地域の提案内容の概略を取り上げてみました。 

まず大阪府・大阪市は、大阪大学と連携して、免疫・再生医療の拠点づくりを目指し、その実

現のための規制改革の一つとして、公的保険が適用される治療と保険適用外の先進医療や新薬を

併用する「混合診療」が行えるよう大阪大学を特区とすることを提案しています。 

世界で初めてｉＰＳ細胞による再生医療の臨床試験を実施する理化学研究所や発生・再生科学

総合研究センターがあるポートアイランドを抱える神戸市は、兵庫県とともに難病治療に役立つ

新薬や医療機器の開発を目指す「ひょうご神戸グローバル・ライフイノベーション特区」を提案

しました。 

また、京都府・京都市は、「京都 Ｒ＆Ｄビジネス化国家戦略特区」を提案。ライフ・エネルギ

ー・アグリの各分野で、研究開発から事業化まで世界最速の環境づくりのモデル構築を目指しま

す。 

 

政府は全国から寄せられた提案を受け、10 月中旬ごろに、成長戦略に寄与する提案を選ぶとの

こと。関西からの有望な提案が採用されるでしょうか。「特区」という名に相応しい“異次元の”

規制緩和が実行されるでしょうか。安倍政権の本気度が注目されます。期待して見守りたいと思

います。 
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『メディアを読み解く力』 

小島 正美 著  エネルギーフォーラム  900 円（＋税） 

 

昨年、本書の著者は『誤解だらけの放射能ニュース』を著し、多くの

人々の共感を集める報道が、必ずしも科学的根拠に裏付けられた合理性

を伴わないことに警鐘を鳴らした。本書はその続編であり、同様の視点

からＮＨＫのドキュメンタリー番組をはじめとして、テレビや新聞、雑

誌等における報道の問題点を暴き、メディアから流れる様々な情報を読

み解く視点の重要性を訴える。 

 

本書を著した理由として、著者はメディア報道の問題点を次の 3つに

集約し指摘する。 

①公正・中立のイメージが強いＮＨＫのドキュメンタリー番組といえど

も、実は大きなバイアス（偏り）に満ちたものがある。 

②「ニュース」とは、そもそも報道する側の主観に基づくものである。 

③世の中の動きは、「記者も、政治家も、官僚も、国民も、みな主観的

なリスク観に左右される」。 

 この 3点がメディアを読み解くカギであることを示すため、著者は様々な実例を取り上げる。 

 まず、2011 年末に放送された低線量被爆の危険性を扱ったＮＨＫのドキュメンタリー番組を挙

げる。眼前の一つの事例を真実が表現された全体像として語り、綿密な検証もないまま積み重ね

られた科学的成果を安易に否定すること、専門家のインタビュー証言を番組の趣旨にそって都合

よく歪めていること等を示し、番組内容が製作者のバイアスに溢れていることを指摘する。また、

番組に対する多数の専門家からの抗議や訂正要求に対し、頑として正対しない姿勢を批判する。 

さらに、報道関係者の主観的な認識が「ニュース」を生み出すと述べる。実際にはリスクがな

くとも、事態に対処する企業の姿勢、情報管理等の曖昧さ、不誠実さへの追求が「ニュース」と

なり、結果的に人々を脅かす客観的なリスクが存在するという空気を作り出す。形成される「風

評」が消費者の買い控えを引き起こし、市民感情を過度に配慮する行政側の規制にもつながる例

を示し、様々な世の中の動きは結局、行政当局や国民の主観的なリスク認識に帰結することを例

証する。いったん形成された「世論」に抗う内容は、いかに科学的根拠や合理性があろうとも報

道できない。「世論」に迎合する報道を行うことはメディアの習性であり、そのことがさらに事態

に拍車をかける。 

様々なメディアの問題性を、著者は全編を通じて白日に晒す。問題に満ちた多くの報道をいか

に少なくしていくのか、本書では「メディアのメディア」の創設を提案する。報道の内容に、ど

のような間違いや問題が秘められているのか、第３者が検証し恒常的に公表する活動だ。確かに

このような監視機能が実現できれば、メディアも慎重にならざるをえないだろう。 

センセーショナルさや面白さの表現を最優先して真実の検証を疎かにし、筆先を世論の風潮に

阿ることは、メディアの自壊を招くものだ。最近は、新聞を読む若者が減っているという。メデ

ィアに対する本能的な不信感が新聞離れを加速しているのではないか。ネットやスマホの普及も

一因であろうが、前述したようなメディアの問題を若者が敏感に感じ取った結果かもしれない。 

社会的な事件や問題についてその様相と本質を人々に伝え、社会の歩みを正す営みがジャーナ

リズムである。科学的かつ合理的な視点に基づく絶えざる検証は、その基本原理といってもよい。

本書に前作から引き継がれる著者の視点は、今のメディアに最も必要なことかもしれない。いつ

の日か、「メディアのメディア」が登場し機能するだろうが、それまで自衛措置として人々に必要

なのは、やはり情報を読み解く視点の獲得なのである。 
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広報部で最も利用しているＳＮＳは「フェイスブック」、 

重視しているメディアは「新聞」 

「広報活動の効果測定が難しいこと」が一番の悩み 

 

■ 会員便り 
 

当協会法人正会員の共同ピーアール㈱が、「広報・ＰＲ業務に関する実態」を

把握するため、企業や団体で広報やＰＲの業務経験者337名を対象にインタ

ーネットによるアンケート調査を実施しました。 
【調査時期：2012年10月5日～11月30日】 

 
■ソーシャルメディア利用について（複数回答） 

広報部で利用している SNS は「フェイスブック」、次い

で、「ツイッター」「ブログ」が上位にあげられた。一

方で、42.4%が「特にない」と回答した。 

 
 

 

■重視しているメディア、強化したいメディア 

広報担当者が現在重視しているメディアも、今後強化したいメディアも「新聞」「テレビ」「WEB

ニュース」の順番となった。一方、今後強化したいメディアについては、「ソーシャルメディア」

が「雑誌」を逆転し、大きく引き離す結果となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■広報部門の悩み（複数回答） 

広報担当者の悩みとして「広報活動の効果測定が難

しいこと」が最も多くあげられた。次いで「広報の

ための予算が少ないこと」「広報に対する一般社員の

理解が不足していること」があげられた。 
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【参考】 ５つの広報業務スタイル 

今回、調査対象の担当業務内容についてクラスター分析を行った結果、5 つのパターンがあることが

分かった。そこで、ＰＲ総研では各パターンの業務内容の特徴により、下記のような定義付けを行っ

た。 

 

①ビギナー型 

実施している広報業務の範囲が狭い。年齢は

50 代に多く。外資系企業には少ない。 

④メディア・リレーションズ型 

報道資料の配信、掲載促進活動、取材対応、個

別インタビューなど“メディア対応”に関する業務

の実施割合が最も高い。どの年代にも同様に存

在するが、外資系企業に多い。 

②ベテラン型 

実施している広報業務の範囲は平均的。年齢

は 30～40 代が中心。 

 

 

 

 

⑤マーケティング戦略型 

情報収集・報道分析、PR 戦略の策定、HP ツー

ルの企画・制作など“マーケティング戦略”を重

視する一方で、危機管理、メディアトレーニン

グ、個別インタビューのアレンジなどは行わな

い。30 代、外資系企業に多い。 

 

③エキスパート型 

実施している広報業務の範囲が最も広い。年齢

は 40 代が多い。 

 

 

 

 

 

 ●会員情報

【本件、及び、調査結果詳細のご要望についてのお問い合わせ先】 

ＰＲ総研（共同ピーアール㈱内） 高木・土生（はぶ） 

TEL：03-3571-5159／FAX：03-3571-5183 
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● 9 月 1 日（月） 『月刊広報会議』10 月号 

『月刊広報会議』10 月号における当協会の連載コラムに、「ＰＲアワードグランプリ」の作品募

集について掲載されました。本記事では、「ＰＲアワードグランプリ」実施の目的や応募部門、応

募方法、審査と表彰内容などについて、１ページにわたり掲載されています。 

 
 
 
●9 月 2 日（月） 『電通報』 
 当協会が実施する「ＰＲアワードグランプリ」の作品募集について掲載されました。記事では、

「ＰＲアワードグランプリ」の概要、募集の内容と部門、表彰内容、エントリー料、締切日など

が紹介されています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

編集担当より 
会員のみなさんの情報をお寄せください！！ 

本誌では会員の動向・消息や、会員から会員へのお知らせなどを積極的に掲載いたします。
ビジネスに直結する情報に限らず、会員交流に関するものでも結構ですので是非ご一報くだ
さい。 

ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ 

 ●協会掲載記事



   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集担当より
 

 
本誌の内容に関するご意見・ご希望をお寄せください。 
中身の濃い会員誌に育てていきたいと思いますので、 
よろしくお願い致します。 

 

広報委員会  
 Ｅメール  mail@prsj.or.jp 

ＦＡＸ      03－5413-2147 

 
※ 禁転載 


